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【
資
料
】
日
本
語
訳
テ
キ
ス
ト
一
覧
　
以
下
，
１
～
102の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
「
題
名
」
以
下
の
項
目
を
記
す
。「
日
本
語
訳
出
典
」
に
関
し
て
は
，
1939年
よ
り
も
前
に
日
本
語
訳
が
あ
る
も
の
，
及
び
雑
誌
等
に
掲
載
後
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
，
そ
の
旨
を
※
印
を
付
し
て
併
記
し
て
い
る
。
な
お
３
人
称
的
な
「
語
り
」
に
は
，
語
り
手
が
部
分
的
に
顕
在
化
す
る
も
の
も
含
む
。
題
名
作
者
日
本
語
訳
出
典
翻
訳
語
り
ス
ト
ー
リ
ー
分
類
1
人
造
絹
糸
小
松
満
洲
行
政
6-1（
1939）
※
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
「
東
部
国
境
地
帯
」
に
お
け
る
絹
糸
の
密
輸
を
め
ぐ
る
話
。
税
関
側
（
劉
張
林
な
ど
）
と
密
輸
団
側
（
李
福
栄
な
ど
），
及
び
摘
発
の
手
引
き
を
す
る
こ
と
に
な
る
金
の
関
わ
り
が
描
か
れ
る
。
最
終
的
に
金
は
「
豪
奢
な
病
院
」
で
「
千
二
百
円
」
を
も
ら
い
「
治
療
費
も
こ
ん
な
に
は
要
ら
ぬ
」
と
考
え
る
。
イ
－
①
2
投
降
張
露
薇
文
芸
春
秋
17-2（
1939）
田
中
善
一
1
人
称
あ
る
匪
賊
が
時
流
に
翻
弄
さ
れ
る
生
き
様
を
告
白
す
る
。
こ
の
匪
賊
は
，
自
分
の
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
が
他
の
匪
賊
へ
投
降
す
る
と
い
う
事
態
に
続
け
て
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
，
最
終
的
に
「
日
本
鬼
」
と
戦
う
「
工
農
義
勇
軍
」
の
一
員
と
な
る
。
そ
こ
で
「
日
本
鬼
」
と
の
闘
い
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
次
第
ま
で
を
記
す
。
ア
－
①
3
広
田
君
蕭
軍
満
洲
行
政
6-2（
1939）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
日
本
人
」
の
広
田
君
は
ハ
ル
ビ
ン
の
貧
し
い
旅
館
に
滞
在
し
，
就
職
口
を
探
し
て
い
た
。
姿
は
み
す
ぼ
ら
し
く
，
中
国
語
を
ま
と
も
に
使
え
ず
，
１
ヶ
月
も
同
じ
も
の
を
注
文
し
て
食
べ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
た
っ
て
見
か
け
た
時
に
は
，
市
政
局
衛
生
課
に
勤
め
，
多
く
の
月
給
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
イ
－
③
4
隣
り
三
人
袁
犀
満
洲
浪
曼
2（
1939・
3）
※
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
に
収
録
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
に
よ
る
１
年
前
の
回
想
。
ア
パ
ー
ト
の
隣
人
た
ち
と
の
話
。
暖
房
を
つ
け
る
と
部
屋
に
集
ま
る
，
労
働
者
の
許
才
と
趙
宝
禄
，
及
び
金
鳳
（
売
春
婦
）
と
の
交
流
が
描
か
れ
る
。
や
が
て
，
許
才
と
趙
宝
禄
の
失
業
を
機
に
三
人
と
も
い
な
く
な
り
，「
私
」
も
再
び
放
浪
を
は
じ
め
る
ま
で
。
イ
－
①
5
魚
骨
寺
の
夜
用
韋
満
洲
浪
曼
2（
1939・
3）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
顧
徳
栄
は
魚
骨
寺
で
の
賭
博
に
引
き
込
ま
れ
て
売
上
金
を
失
い
，
失
踪
す
る
。
３
年
後
に
金
を
稼
ぎ
家
に
帰
ろ
う
と
す
る
が
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
。
そ
の
後
，
息
子
の
全
周
は
進
学
を
続
け
，
北
京
か
ら
郷
里
に
戻
る
と
徳
栄
も
20年
振
り
に
帰
郷
す
る
。
魚
骨
寺
は
荒
れ
果
て
て
い
た
。
そ
の
後
，
安
定
し
た
暮
ら
し
を
し
，「
九
・
一
八
」
を
機
に
「
満
洲
」
が
国
家
と
し
て
認
定
さ
れ
，
全
周
は
日
本
留
学
を
果
た
す
ま
で
。
イ
－
③
6
暗
古
丁
日
本
評
論
14-4（
1939）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
太
平
村
が
舞
台
。
箒
星
の
夫
は
，
借
金
の
取
り
立
て
を
苦
に
し
て
自
殺
し
た
。
後
家
と
な
っ
た
箒
星
を
め
ぐ
り
，
地
主
の
銭
財
神
，
村
長
の
小
尖
子
，
助
役
の
楊
秧
子
の
思
惑
が
展
開
す
る
。
最
終
的
に
は
，
銭
の
指
揮
で
賊
が
箒
星
の
家
に
押
し
入
り
，
縄
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
さ
ら
っ
て
い
く
。
ア
－
①
7
陶
然
先
生
舒
昴
新
天
地
19-5（
1939）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
呉
陶
然
先
生
は
県
の
知
識
人
で
あ
り
，
青
年
へ
の
指
導
者
と
し
て
教
え
子
も
多
く
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
盧
溝
橋
事
件
を
機
に
，
県
に
日
本
軍
が
や
っ
て
来
る
。
先
生
は
，
当
初
は
紳
士
的
だ
っ
た
日
本
軍
に
協
力
す
る
が
，
そ
こ
で
鬱
屈
し
た
心
境
に
な
り
鬚
を
生
や
し
は
じ
め
る
。
や
が
て
関
係
が
壊
れ
る
と
，
若
い
教
え
子
た
ち
に
伴
わ
れ
て
脱
出
す
る
こ
と
に
な
り
，
鬚
を
落
と
そ
う
と
す
る
に
至
る
。
イ
－
③
8
麦
秋
（
懸
賞
一
等
入
選
創
作
）
陳
博
道
農
事
合
作
社
報
2-5（
1939）
編
輯
室
共
訳
3
人
称
的
合
作
社
を
め
ぐ
る
農
民
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
や
り
取
り
が
描
か
れ
る
。
王
金
福
，
沈
永
発
等
の
農
民
と
，
合
作
社
の
社
員
た
ち
，
周
董
事
長
，
李
董
事
等
が
主
な
登
場
人
物
。
農
民
に
お
け
る
小
麦
の
収
穫
前
の
生
活
費
，
事
業
費
の
調
達
を
め
ぐ
り
，
そ
の
た
め
に
果
た
す
農
事
合
作
社
の
役
割
を
述
べ
，
入
社
を
す
す
め
る
演
説
が
強
調
さ
れ
る
。
双
方
の
調
和
的
な
あ
り
よ
う
が
描
か
れ
る
。
イ
－
③
9
悼
念
黒
逝
新
天
地
19-6（
1939）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
の
中
学
時
代
の
回
想
。
戴
と
い
う
国
文
教
師
の
手
ほ
ど
き
や
，
貸
し
与
え
ら
れ
た
魯
迅
や
周
作
人
の
白
話
小
説
に
よ
り
白
話
文
に
開
眼
し
た
こ
と
。
及
び
，
そ
の
教
師
は
程
な
く
亡
く
な
り
，「
私
」
は
新
任
教
師
の
古
い
文
章
観
に
抵
抗
し
自
ら
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
り
，退
学
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
「
私
」
は
そ
れ
を
「
新
生
の
機
会
」
と
し
，
魯
迅
の
白
話
評
を
あ
げ
つ
つ
，
一
般
的
な
国
文
教
師
が
も
た
ら
す
害
悪
を
述
べ
る
。
イ
－
③
10
霽
れ
る
君
頤
満
洲
行
政
6-6（
1939）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
棣
四
姐
は
結
婚
直
後
は
幸
福
だ
っ
た
が
，
嫁
ぎ
先
の
父
が
死
去
し
，
そ
の
兄
夫
婦
の
子
供
と
い
う
形
に
な
る
が
，
今
度
は
そ
の
兄
二
が
亡
く
な
り
，
兄
の
妻
に
不
幸
の
元
凶
と
罵
ら
れ
る
。
や
が
て
夫
も
失
踪
し
，
生
活
の
た
め
に
阿
片
売
り
を
始
め
る
。
そ
こ
の
常
連
客
に
関
係
を
迫
ら
れ
，
殺
害
す
る
ま
で
。
ア
－
①
11
雨
里
雁
満
洲
行
政
6-7（
1939）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
あ
る
農
村
が
舞
台
。
村
は
日
照
り
続
き
で
三
爺
は
金
策
に
走
っ
て
い
る
。
や
が
て
雨
乞
い
の
儀
式
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
，
息
子
の
春
生
は
そ
れ
を
軽
蔑
す
る
。
雨
が
降
る
が
，
今
度
は
大
雨
と
な
り
，
村
は
大
打
撃
を
う
け
る
。
迷
信
に
頼
る
村
人
も
春
生
も
な
す
す
べ
な
く
立
ち
尽
く
す
ま
で
。
ア
－
①
─ 123 ─
一九三九～四二年における「満人作家」の日本語訳テキストがもつ表象傾向とその意義
????
題
名
作
者
日
本
語
訳
出
典
翻
訳
語
り
ス
ト
ー
リ
ー
分
類
12
昼
夜
古
丁
満
洲
浪
曼
3（
1939・
7）
大
内
隆
雄
1
人
称
断
章
的
か
つ
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
的
な
日
記
と
い
う
体
裁
。
詩
を
書
け
な
い
詩
人
の
悩
み
や
，
詩
人
の
物
憂
げ
な
日
常
が
表
現
さ
れ
て
お
り
，
そ
の
中
に
は
，
知
人
へ
の
羨
望
，
不
眠
，
自
殺
，
自
由
の
希
求
，
不
条
理
，
滅
亡
，
浪
費
，
寂
し
さ
等
の
イ
メ
ー
ジ
が
登
場
す
る
。
イ
－
②
13
春
の
復
活
李
周
夢
満
洲
浪
曼
3（
1939・
7）
大
内
隆
雄
1
人
称
書
簡
形
式
。「
私
」
に
よ
る
恋
人
へ
の
語
り
か
け
。
入
隊
し
て
か
ら
の
生
活
や
ソ
連
軍
と
の
対
峙
に
も
ふ
れ
つ
つ
，
白
系
ロ
シ
ア
人
の
小
隊
長
と
の
出
会
い
や
，
戦
線
で
の
負
傷
と
入
院
生
活
を
記
す
。
そ
し
て
，
春
の
訪
れ
と
と
も
に
治
安
が
安
定
し
た
こ
と
と
，
退
院
し
帰
郷
す
る
旨
を
知
ら
せ
る
ま
で
。
イ
－
③
14
蜜
月
生
活
張
天
翼
観
光
東
亜
6-8（
1939）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
洞
の
中
で
寝
起
き
す
る
小
焦
は
，
あ
る
時
如
意
と
夫
婦
に
な
り
，
貧
し
い
仲
間
た
ち
か
ら
も
祝
福
さ
れ
る
。
し
か
し
食
物
が
な
く
，
小
焦
が
あ
る
家
の
犬
に
投
げ
ら
れ
た
食
物
を
奪
う
と
，
そ
の
家
の
人
間
に
犬
と
同
様
に
あ
し
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
に
怒
っ
た
仲
間
が
犬
を
殺
し
，
そ
の
首
輪
を
奪
う
た
め
に
墓
を
掘
り
返
す
が
，
そ
こ
で
捕
え
ら
れ
る
ま
で
。
ア
－
①
15
ソ
フ
イ
ヤ
の
嘆
き
悄
吟
満
洲
行
政
6-8（
1939）
大
内
隆
雄
1
人
称
ハ
ル
ビ
ン
が
舞
台
。「
私
」
は
ロ
シ
ア
人
の
娘
ソ
フ
ィ
ヤ
に
ロ
シ
ア
語
を
習
い
つ
つ
，
ダ
ン
ス
や
服
装
，
思
想
に
つ
い
て
語
り
合
う
。
ソ
フ
ィ
ヤ
は
貧
し
さ
と
国
に
帰
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
や
が
て
ソ
フ
ィ
ヤ
は
帰
国
を
決
心
す
る
が
肺
病
に
な
り
，
そ
れ
も
か
な
わ
ず
に
終
わ
る
。
ア
－
①
16
原
野
古
丁
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
10章
構
成
。
主
人
公
の
銭
経
邦
は
日
本
帰
り
で
周
囲
と
の
違
和
を
感
じ
続
け
る
。
中
心
的
な
話
題
は
，
民
益
局
に
四
等
官
と
し
て
働
く
こ
と
や
，
そ
の
間
に
祖
父
の
妾
が
逃
げ
た
こ
と
，
魏
局
長
に
借
金
を
申
し
込
ん
だ
こ
と
，
局
長
の
娘
（
玉
珍
）
の
結
婚
話
，
父
の
志
向
で
分
家
話
が
進
む
こ
と
等
で
あ
る
。
そ
の
後
，
玉
珍
の
自
殺
騒
ぎ
や
祖
父
と
局
長
の
急
死
が
記
さ
れ
，
各
登
場
人
物
の
そ
の
後
を
辿
り
つ
つ
，
彼
等
を
「
人
類
は
何
も
切
に
必
要
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
」，
し
か
し
彼
等
は
「
生
存
し
て
居
り
或
ひ
は
生
存
し
て
ゐ
た
」
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
ア
－
②
17
小
巷
古
丁
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
金
花
は
有
夫
の
娼
婦
。
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
，
夫
が
金
も
う
け
の
た
め
犯
罪
に
走
る
。
そ
の
帰
り
を
待
ち
つ
つ
行
き
倒
れ
に
な
る
ま
で
。
彼
女
が
暮
ら
す
街
に
つ
い
て
，「
阿
片
，
モ
ヒ
，
賭
博
，
私
娼
が
疲
れ
た
人
間
ど
も
を
集
め
て
ゐ
る
」
と
い
う
記
述
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
ア
－
①
18
洪
流
の
陰
影
小
松
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
９
章
構
成
。
羅
華
は
新
聞
社
の
編
集
課
に
勤
め
る
。
彼
は
，
社
長
秘
書
の
楊
が
自
分
に
抱
く
好
意
を
利
用
し
て
社
の
人
員
整
理
を
翻
意
さ
せ
よ
う
と
し
，
そ
の
工
作
に
工
場
仲
間
（
鄭
，
陳
，
小
張
）
や
陳
の
妹
が
関
わ
る
。
し
か
し
，
羅
華
は
殺
人
の
疑
い
で
捕
ま
り
，
楊
は
自
殺
す
る
。
１
ケ
月
後
，
人
員
整
理
が
決
定
し
，
今
度
は
陳
大
格
に
焦
点
化
さ
れ
る
。
陳
は
，
周
囲
の
人
間
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
ら
れ
ず
悩
む
。
ア
－
①
19
黄
昏
の
後
夷
馳
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
大
内
隆
雄
1
人
称
夜
学
で
英
語
を
習
う「
私
」が
観
察
者
的
な
立
場
か
ら
事
態
を
見
聞
す
る
。
居
候
先
の
兄
嫁
が
語
る
生
活
の
愚
痴
か
ら
，
近
所
に
暮
ら
す
淑
芳
の
不
倫
話
へ
と
展
開
し
，
淑
芳
母
娘
の
言
い
争
い
が
記
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
淑
芳
が
妊
娠
し
，
そ
こ
へ
彼
女
を
解
雇
す
る
通
知
も
届
く
。
ア
－
①
20
ア
リ
ヨ
ー
シ
ャ
田
兵
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
※
『
満
洲
浪
曼
』
1（
1938・
10）
に
掲
載
大
内
隆
雄
1
人
称
あ
る
酒
場
で
の
「
私
」
の
見
聞
が
描
か
れ
る
。
没
落
ロ
シ
ア
人
貴
族
の
子
ど
も
で
あ
る
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
，
父
の
お
ち
ぶ
れ
た
姿
や
，
そ
の
も
と
で
虐
待
さ
れ
な
が
ら
使
い
走
り
を
す
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
の
生
活
。
更
に
は
姉
が
売
春
を
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
記
さ
れ
る
。
ア
－
①
21
彼
の
蓄
へ
何
醴
徴
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
※
『
満
洲
行
政
』
4-12（
1937）
に
掲
載
大
内
隆
雄
3
人
称
的
節
約
家
の
李
禄
は
知
人
に
妻
を
紹
介
さ
れ
，
240元
を
支
払
い
も
ら
い
う
け
る
。
結
婚
費
用
，
及
び
そ
の
後
の
妊
娠
，
出
産
，
育
児
に
か
か
る
費
用
が
問
題
と
な
り
，
周
囲
か
ら
は
幸
福
者
と
い
わ
れ
つ
つ
，
子
ど
も
が
増
え
る
に
つ
れ
借
金
，
質
入
れ
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
イ
－
②
22
嫁
何
醴
徴
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
※
『
満
洲
行
政
』
3-4（
1936）
に
掲
載
大
内
隆
雄
3
人
称
的
芳
姑
（
21歳
）
は
，
張
小
貴
（
12歳
）
の
媳
婦
子
と
な
る
。
そ
の
後
，
彼
女
ヘ
多
く
焦
点
化
し
つ
つ
物
語
は
展
開
し
，
張
家
の
使
用
人
の
趙
福
に
関
心
を
も
つ
。
趙
福
に
抱
か
れ
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
悶
々
と
し
憔
悴
し
て
い
く
が
，
そ
れ
を
周
囲
か
ら
は
「
お
め
で
た
」
と
思
わ
れ
る
。
イ
－
②
23
雷
同
的
人
物
三
種
今
明
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
→
1
人
称
→
3
人
称
的
貧
し
さ
に
ま
つ
わ
る
３
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
１
；「
貧
乏
王
」
と
さ
れ
る
男
の
一
家
の
暮
ら
し
。
街
に
出
て
，
蓆
の
家
を
自
ら
作
り
「
天
の
神
」
に
訴
え
る
。
２
；「
私
」
が
二
人
の
老
苦
力
の
は
た
ら
き
ぶ
り
を
見
る
。
斧
で
足
を
ケ
ガ
し
て
も
「
よ
く
あ
る
事
」
と
い
う
姿
が
記
さ
れ
る
。
３
；
パ
ン
屋
の
男
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
に
凍
死
す
る
ま
で
を
童
話
，
メ
ル
ヘ
ン
的
に
描
く
。
ア
－
①
24
老
劉
の
正
月
盤
古
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
李
家
で
は
た
ら
く
劉
世
有
（
老
劉
）
の
年
末
か
ら
元
日
に
か
け
て
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
描
く
。
主
人
か
ら
正
月
用
の
金
を
借
り
る
が
，
酒
屋
の
支
払
い
で
大
半
を
使
い
，
家
で
は
妻
に
罵
倒
さ
れ
る
。
李
家
で
大
晦
日
を
過
ご
し
，
そ
の
帰
り
に
賭
博
に
出
か
け
，
金
を
失
い
か
け
る
が
踏
み
と
ど
ま
る
ま
で
。
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25
哈
爾
賓
遼
丁
単
行
本
『
原
野
』（
1939・
9）
※
『
満
洲
行
政
』
3-11（
1936）
に
掲
載
大
内
隆
雄
3
人
称
的
林
穆
麦
は
，
ハ
ル
ビ
ン
で
資
産
家
の
子
供
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
る
。
第
三
夫
人
に
誘
惑
さ
れ
一
夜
を
過
ご
す
一
方
，
夫
人
と
デ
ー
ト
を
し
て
い
た
孫
と
い
う
男
に
連
れ
ら
れ
て
街
の「
罪
悪
地
帯
」も
歩
く
。
そ
の
後
主
人
に
呼
び
出
さ
れ
，
更
に
孫
が
主
人
と
談
判
を
し
て
い
る
場
面
を
見
る
。
最
終
的
に
は「
日
の
照
つ
て
居
る
所
」へ
飛
び
出
し
て
い
く
ま
で
。
ア
－
②
26
変
金
古
丁
満
洲
行
政
6-9（
1939）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
葛
福
は
，
伯
父
が
い
る
村
へ
引
越
し
，
農
家
の
日
雇
い
人
夫
を
や
り
な
が
ら
借
金
の
返
済
に
追
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
，
伯
父
に
土
地
を
借
り
耕
作
を
は
じ
め
る
。
共
同
で
耕
作
を
行
っ
た
李
大
哥
と
と
も
に
収
穫
を
迎
え
る
が
，
支
払
い
を
済
ま
す
と
結
局
精
算
が
で
き
ず
「
ま
た
一
年
だ
」
と
呟
く
ま
で
。
ア
－
①
27
雁
は
南
へ
疑
遅
満
洲
行
政
6-10（
1939）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
ア
ン
ド
レ
イ
，
リ
ュ
ー
ボ
チ
カ
，
ニ
ー
ナ
の
白
系
ロ
シ
ア
人
家
族
と
，
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
（
家
族
の
知
人
）
の
話
。
貧
し
さ
か
ら
牛
を
組
合
に
売
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
予
想
よ
り
安
い
値
が
つ
く
が
，
妻
の
病
気
も
あ
り
手
放
す
こ
と
に
す
る
。
ラ
ス
ト
で
は
，
南
に
帰
る
雁
と
は
違
い
，
故
郷
へ
戻
れ
な
い
自
分
達
を
嘆
く
。
ア
－
①
28
王
小
爺
の
小
指
古
丁
満
洲
行
政
6-10（
1939）
不
明
3
人
称
的
王
次
若
旦
那
は
賭
け
事
で
の
損
失
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
こ
で
知
人
の
泰
半
仙
と
一
緒
に
神
頼
み
に
行
く
が
賭
け
に
は
勝
て
な
い
。
つ
い
に
自
分
の
小
指
を
切
り
落
と
し
て
勝
負
を
す
る
が
，
そ
れ
も
失
い
，
周
囲
の
人
物
も
す
ぐ
に
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
ア
－
②
29
施
忠
小
松
新
天
地
19-11（
1939）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
施
忠
は
都
会
で
流
浪
し
て
い
る
。
１
ケ
月
前
に
職
場
を
追
わ
れ
た
こ
と
や
，
そ
れ
か
ら
労
働
者
街
に
出
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
ラ
ス
ト
は
，
子
ど
も
が
盗
み
を
す
る
エ
ピ
ソ
－
ド
と
，
施
忠
が
殺
人
未
遂
を
犯
す
ま
で
。「
錯
綜
し
た
風
景
を
蔵
し
た
都
会
は
戦
慄
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
一
節
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
ア
－
①
30
馬
巴
寧
満
洲
行
政
6-11（
1939）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
連
旺
の
一
家
は
，
貧
し
さ
か
ら
家
の
白
馬
を
売
ろ
う
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
，
１
年
前
に
馬
を
買
っ
て
以
降
の
水
害
や
借
金
苦
が
回
想
さ
れ
る
。
そ
の
後
城
内
へ
行
き
馬
を
売
り
，そ
の
金
を
妹
夫
婦
に
預
け
，米
だ
け
を
買
っ
て
家
に
帰
る
。
ア
－
①
31
妻
小
松
満
洲
行
政
6-12（
1939）
大
内
隆
雄
1
人
称
妻
と
睦
び
合
う
愛
妻
家
の
「
私
」（
夫
）
の
姿
が
描
か
れ
る
。
妻
は
夫
に
悪
戯
を
し
か
け
る
一
方
，
朝
寝
を
し
食
事
に
は
無
関
心
で
あ
る
。
そ
し
て
夫
か
ら
頼
ま
れ
た
原
稿
の
書
写
も
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
行
わ
な
い
が
，
そ
の
よ
う
な
妻
を
夫
は
好
意
的
に
受
け
入
れ
る
。
イ
－
②
32
梨
花
落
つ
疑
遅
満
洲
浪
曼
4（
1939・
12）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
1
人
称
文
学
や
音
楽
に
親
し
む
「
私
」
の
回
想
。
あ
る
日
乞
食
が
胡
弓
で
奏
で
る
「
梨
花
落
つ
」
に
感
動
し
，
乞
食
の
身
の
上
を
聞
き
出
す
。
そ
の
後
乞
食
は
胡
弓
を
売
っ
て
，
し
ゃ
が
れ
声
で
物
乞
い
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
後
乞
食
に
会
え
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
ア
－
①
33
窓
石
軍
満
洲
浪
曼
4（
1939・
12）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
蘇
長
富
は
，
夫
婦
で
玉
ね
ぎ
を
畑
か
ら
盗
み
，
そ
れ
を
焼
い
て
売
る
。
そ
の
後
妻
は
城
内
で
靴
下
の
つ
く
ろ
い
を
は
じ
め
，
長
富
は
日
雇
い
の
仕
事
を
得
る
が
，
そ
の
最
中
に
レ
ン
ガ
の
下
敷
き
に
な
り
亡
く
な
る
。
会
社
の
賠
償
金
は
な
か
な
か
出
な
い
が
，「
き
つ
と
明
日
は
」
と
妻
が
考
え
る
ま
で
。
ア
－
①
34
烈
女
伝
王
則
協
和
14-1（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
大
玲
子
は
，
年
頃
の
娘
。
多
く
彼
女
に
焦
点
化
さ
れ
る
。
古
い
道
徳
を
も
つ
家
の
中
で
，
小
さ
い
頃
か
ら
『
烈
女
伝
』
を
与
え
ら
れ
る
。
19歳
に
な
っ
た
大
玲
子
は
早
く
結
婚
を
し
た
が
り
，
叔
父
か
ら
縁
談
も
来
る
が
，
占
い
に
よ
っ
て
見
送
ら
れ
，
そ
の
後
大
玲
子
は
亡
く
な
る
。
そ
こ
で
父
が
棺
に
『
烈
女
伝
』
を
入
れ
る
ま
で
。
ア
－
②
35
姉
の
事
老
翼
満
洲
行
政
7-1（
1940）
大
内
隆
雄
1
人
称
弟
の
立
場
か
ら
姉
を
描
く
。
姉
は
女
学
校
を
卒
業
後
タ
イ
ピ
ス
ト
の
資
格
を
と
る
が
，
就
職
先
が
見
つ
か
ら
な
い
。
貧
し
い
母
子
家
庭
で
無
理
を
し
て
学
費
を
工
面
し
た
が
，
顔
が
拙
い
た
め
に
仕
事
先
が
見
つ
か
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
ア
－
①
36
招
客
張
天
翼
満
蒙
21-1（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
雲
守
誠
と
葉
，
そ
し
て
二
人
に
招
か
れ
る
胡
科
長
が
主
な
登
場
人
物
。
雲
に
時
折
焦
点
化
さ
れ
つ
つ
展
開
さ
れ
る
。
雲
は
自
分
の
転
職
の
た
め
に
胡
を
招
待
す
る
が
，
遅
れ
て
来
た
後
も
早
々
に
立
ち
去
り
断
ら
れ
る
。
最
後
に
宴
席
の
高
額
な
費
用
に
雲
が
困
惑
す
る
ま
で
。
ア
－
②
37
翠
紅
呉
瑛
満
洲
行
政
7-2（
1940）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
1
人
称
「
気
狂
ひ
」と
呼
ば
れ
る
女
の
語
り
。
あ
る
街
の
宿
屋
で
5年
間
の
身
の
上
話
を
す
る
。
妓
館
に
出
て
，身
う
け
を
さ
れ
，
そ
し
て
こ
こ
へ
出
て
き
た
と
い
う
。
最
後
に
は
金
が
な
く
な
り
，
野
宿
を
し
た
翌
朝
，
往
来
で
勝
手
に
交
通
整
理
を
す
る
に
至
る
。「
女
が
何
だ
」「
魂
を
失
つ
た
奴
め
」
と
い
う
台
詞
も
認
め
ら
れ
る
。
ア
－
①
38
或
る
感
傷
錦
波
新
京
日
日
新
聞
（
1940・
3
～
4）
不
明
3
人
称
的
武
田
み
ね
が
主
人
公
。
彼
女
は
，
資
産
家
の
愛
人
と
し
て
神
戸
山
の
手
で
不
自
由
の
な
い
生
活
を
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
芸
妓
時
代
が
描
か
れ
る
。
彼
女
は
馴
染
み
客
の
林
田
に
念
願
の
落
籍
を
も
ち
か
け
ら
れ
，
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
。
し
か
し
新
居
に
落
ち
着
く
と
生
活
に
虚
し
さ
を
感
じ
始
め
，
そ
こ
に
，
か
つ
て
の
客
の
島
木
が
現
れ
、
そ
の
零
落
ぶ
り
に
み
ね
も
林
田
も
驚
く
。
そ
し
て
二
人
の
関
係
を
解
消
す
る
に
至
り
，
み
ね
は
「
悲
喜
の
涙
」
を
流
す
。
イ
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39
離
脱
石
軍
文
学
者
2-3（
1940）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
1
人
称
徴
収
処
科
員
の
「
私
」
は
，
職
務
の
か
た
わ
ら
，
農
民
の
貧
し
さ
と
彼
ら
が
抱
く
匪
族
へ
の
恐
怖
感
に
ふ
れ
る
。
そ
の
中
で
匪
族
討
伐
の
隊
長
か
ら
，
状
況
に
強
い
ら
れ
て
匪
族
と
な
り
，
後
に
そ
の
頭
目
に
な
っ
た
男
の
事
を
聞
き
，
更
に
は
隣
人
と
の
い
ざ
こ
ざ
か
ら
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
小
作
人
の
言
い
分
を
聞
く
。
そ
こ
か
ら
「
鉄
鎖
に
つ
な
が
れ
た
弱
者
の
姿
」
と
そ
の
白
骨
を
夢
に
見
る
と
，「
自
分
の
魂
」
に
従
う
た
め
辞
表
を
提
出
す
る
。
イ
－
③
40
郷
仇
夷
馳
満
洲
行
政
7-3（
1940）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
劉
斌
升
が
親
の
仇
を
と
る
た
め
に
十
数
年
ぶ
り
に
故
郷
を
訪
れ
る
が
，
仇
の
馬
啓
泰
は
す
で
に
死
去
し
て
お
り
，
そ
の
息
子
の
も
と
を
訪
れ
る
。
す
る
と
件
の
息
子
は
借
金
取
り
に
襲
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
そ
の
男
を
う
ち
の
め
し
，
馬
の
息
子
と
そ
の
養
女
を
か
つ
ぎ
あ
げ
て
そ
こ
を
立
ち
去
る
ま
で
。
イ
－
③
41
薬
蕭
軍
満
洲
グ
ラ
フ
8-3（
1940）
大
内
隆
雄
1
人
称
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
「
私
」
と
妻
が
登
場
人
物
。「
私
」
は
熱
を
出
し
て
お
り
，
妻
は
心
配
し
て
薬
を
買
お
う
と
す
る
が
，
金
が
足
り
ず
思
う
に
ま
か
せ
な
い
。
そ
し
て
薬
が
病
気
を
治
す
の
か
，
お
金
が
病
気
を
治
す
の
か
を
議
論
す
る
話
。
ア
－
①
42
砂
金
夫
田
兵
文
芸
8-4（
1940）
※
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
に
収
録
大
内
隆
雄
3
人
称
的
砂
金
掘
り
の
人
夫
，
職
工
た
ち
を
め
ぐ
る
話
。
孫
老
二
，
周
大
玄
，
鄭
，
組
頭
の
高
，
李
等
が
登
場
。
衰
退
し
た
砂
金
場
で
の
阿
片
や
女
，
そ
し
て
賭
け
事
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
る
。
ラ
ス
ト
で
は
管
煙
所
が
匪
族
に
襲
来
さ
れ
た
こ
と
と
，
軍
に
よ
っ
て
砂
金
夫
74名
が
連
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ア
－
①
43
去
来
楊
葉
満
洲
映
画
4-4（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
主
人
公
は
，
８
年
ぶ
り
に
家
へ
戻
る
。
そ
の
間
に
父
は
新
し
い
妻
を
も
ら
い
う
け
て
お
り
，
そ
の
結
果
，
家
庭
は
不
和
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
義
理
の
母
は
，
主
人
公
の
か
つ
て
の
恋
人
で
あ
る
美
雲
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
美
雲
に
関
係
を
迫
ら
れ
る
が
拒
絶
し
，
父
と
母
と
美
雲
に
あ
て
た
三
通
の
手
紙
を
残
し
，
も
う
一
度
家
を
出
る
ま
で
。
イ
̶
③
44
雨
や
風
今
明
満
洲
行
政
7-4（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
労
作
教
育
（
実
習
を
伴
う
職
業
教
育
）
を
主
張
す
る
呂
校
長
の
言
動
を
中
心
と
す
る
。
当
初
は
校
長
に
，
教
員
も
生
徒
も
振
り
回
さ
れ
て
い
た
が
，
半
年
ほ
ど
経
過
し
て
，
校
長
が
日
本
で
の
視
察
か
ら
帰
る
と
順
調
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
，
や
り
さ
え
す
れ
ば
「
雨
と
風
」（
障
害
）
も
克
服
で
き
る
と
述
べ
る
ま
で
。
イ
－
③
45
喜
筵
の
後
䗻
桜
満
蒙
21-4（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
あ
る
人
妻
が
主
人
公
。
彼
女
は
夫
と
う
ま
く
い
か
ず
，
不
満
を
も
っ
て
い
る
。
あ
る
時
同
窓
会
に
出
か
け
，
か
つ
て
の
恋
人
で
あ
る
今
傑
と
再
会
す
る
が
，彼
に
も
不
満
を
も
ち
，家
に
戻
る
と
夫
に
「
あ
ん
た
が
一
番
好
い
と
わ
か
っ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
夫
に
あ
し
ら
わ
れ
再
び
不
満
を
も
つ
ま
で
。
ア
－
②
46
空
に
語
る
女
丁
香
満
洲
行
政
7-5（
1940）
及
び
7-6（
1940）
不
明
３
人
称
的
→
１
人
称
前
半
で
は
，
は
じ
め
に
女
の
手
紙
を
紹
介
す
る
語
り
手
の
記
述
が
あ
り
，
手
紙
の
引
用
と
し
て
，「
私
」
の
以
前
の
恋
人
で
あ
る
「
あ
の
方
」
と
，
そ
れ
と
は
対
照
的
な
春
生
（
妻
帯
者
）
へ
の
恋
愛
感
情
が
描
か
れ
る
。
後
半
は
，
女
の
日
記
の
列
挙
と
い
う
形
と
な
り
，
応
召
し
た
春
生
が
入
院
し
手
紙
の
や
り
と
り
が
頻
繁
に
な
る
と
，
春
生
の
妻
子
の
こ
と
で
葛
藤
す
る
次
第
が
描
か
れ
る
。
最
終
的
に
は
，
自
身
が
満
洲
に
移
住
す
る
こ
と
を
決
意
。
春
生
が
ひ
き
と
め
に
来
る
が
，
そ
れ
を
振
り
払
う
ま
で
。
イ
－
③
47
廃
墟
之
書
爵
青
満
洲
行
政
7-5（
1940）
大
内
隆
雄
１
人
称
「
僕
」
か
ら
「
君
」
へ
の
語
り
か
け
。
時
代
の
中
で
の
青
年
の
葛
藤
が
主
に
描
か
れ
る
。
基
本
的
に
は
，
精
神
的
彷
徨
を
経
て
「
文
学
」
と
出
会
い
，
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
，
新
し
い
生
活
の
ス
テ
ー
ジ
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
話
。
「
僕
達
の
新
し
い
廃
墟
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
示
さ
れ
る
。
イ
－
③
48
月
落
ち
た
れ
ど
疑
遅
満
洲
行
政
7-6（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
施
家
堡
と
い
う
村
が
舞
台
。
あ
る
時
，
村
で
活
動
写
真
を
行
う
こ
と
を
村
長
ら
が
企
画
し
，
そ
の
費
用
を
来
福
嫂
の
一
家
か
ら
も
集
め
る
。
そ
こ
で
一
家
は
貧
窮
す
る
。
そ
の
後
，息
子
の
金
升
が
村
に
あ
る
穀
物
を
強
奪
す
べ
く
出
か
け
，
捕
え
ら
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
ま
で
。
ア
－
①
49
蒲
公
英
小
松
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
９
章
構
成
。
胡
邦
と
鳳
英
は
恋
人
同
士
で
あ
っ
た
が
，
胡
邦
は
貧
し
い
育
ち
ゆ
え
に
金
銭
に
執
着
し
，
資
産
家
の
娘
の
と
こ
ろ
に
住
み
込
む
。
そ
の
間
，
鳳
英
は
零
落
し
，
太
鼓
を
敲
い
て
唄
う
女
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
二
人
は
再
会
し
，
胡
邦
は
鳳
英
を
救
お
う
と
す
る
が
，
金
を
用
意
で
き
な
い
。
金
を
増
や
す
た
め
に
朱
音
と
い
う
友
人
に
金
を
預
け
る
が
逃
げ
ら
れ
る
。
失
望
し
て
鳳
英
の
部
屋
へ
行
く
と
，
彼
女
は
一
晩
帰
っ
て
こ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
鳳
英
は
自
殺
す
る
が
，
そ
の
時
胡
邦
は
金
を
用
意
す
る
た
め
に
殺
人
を
犯
し
て
い
た
。
ア
－
①
50
北
荒
疑
遅
単
行
本
『
蒲
公
英
』（
1940・
7）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
柱
子
媽
は
夫
を
仕
事
の
事
故
で
亡
く
す
。
し
か
し
見
舞
金
は
10日
分
の
給
料
の
み
で
あ
り
，そ
の
後
，実
家
の
あ
る「
北
の
荒
地
」
へ
移
住
す
る
。
そ
こ
は
匪
族
と
接
し
て
い
る
土
地
で
あ
り
，
子
ど
も
が
熱
を
出
し
，
医
者
を
よ
び
に
行
く
間
に
家
が
砲
火
で
火
事
に
な
る
。
結
末
で
は
，「
北
荒
」「
寂
し
い
原
野
だ
。
暗
い
，少
し
の
光
も
な
い
」
と
記
さ
れ
る
。
ア
－
①
51
前
途
無
限
老
翼
満
洲
行
政
7-7（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
紀
徳
三
は
，
母
と
妻
，
そ
し
て
子
供
二
人
を
抱
え
苦
し
い
生
計
を
営
む
。
自
身
は
肺
病
に
あ
っ
か
っ
て
お
り
，
家
の
貧
窮
か
ら
給
与
の
前
借
り
を
会
社
に
願
い
出
る
。
し
か
し
そ
こ
で
，
健
康
の
こ
と
も
理
由
に
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
る
ま
で
の
話
。
そ
し
て
，
そ
の
通
知
に
「
前
途
無
限
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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52
平
沙
古
丁
単
行
本
『
平
沙
』（
1940・
8）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
全
38回
の
構
成
。
白
今
虚
が
主
人
公
。
前
半
は
，
父
を
亡
く
し
叔
父
の
家
で
の
其
姝
と
の
新
婚
生
活
が
始
ま
っ
た
後
の
出
来
事
が
記
さ
れ
る
。
家
内
の
乱
れ
や
叔
父
の
死
，
及
び
叔
父
の
二
人
の
夫
人
ど
う
し
の
諍
い
の
後
，
五
姨
太
太
が
不
義
の
発
覚
に
よ
り
家
を
出
さ
れ
，
そ
れ
を
契
機
に
其
姝
が
自
殺
し
，
白
今
虚
は
家
を
出
る
。
後
半
は
，
そ
の
７
年
後
に
帰
郷
し
て
か
ら
以
降
，
年
下
の
世
代
の
悩
み
や
相
談
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
る
。
家
で
は
，
叔
父
の
弟
で
あ
る
馬
九
爺
の
画
策
に
よ
り
自
分
の
息
子
（
承
家
）
を
馬
家
に
養
子
に
出
し
，
嫁
取
り
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
承
家
は
悩
み
白
今
虚
に
相
談
す
る
。
そ
の
頃
，
柳
似
曇
か
ら
性
欲
や
結
婚
に
つ
い
て
の
議
論
や
半
生
の
告
白
を
う
け
る
。
そ
の
後
，
家
に
戻
っ
て
い
た
五
姨
太
太
の
折
檻
に
耐
え
か
ね
た
承
夫
妻
が
家
出
を
し
，
騒
ぎ
に
な
る
。
白
今
虚
は
そ
の
光
景
に
滑
稽
と
重
圧
を
感
じ
る
ま
で
。
ア
－
②
53
熱
を
失
つ
た
光
疑
遅
満
洲
行
政
7-8（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
守
正
は
妻
を
失
い
，娘
の
麗
芳
と
暮
ら
す
。
彼
は
か
つ
て
思
想
を
抱
い
て
い
た
が
，そ
れ
に
破
れ
5年
間
収
監
。
そ
の
後
，
妻
が
亡
く
な
り
生
気
の
な
い
日
々
を
送
っ
て
き
た
。
最
近
は
酒
量
が
増
え
，
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
通
う
が
，
そ
れ
も
楽
し
く
な
い
。
救
い
や
出
口
の
な
い
守
正
の
状
況
が
描
か
れ
る
。
ア
－
②
54
風
の
夜
今
明
大
陸
3-9（
1940・
9）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
貧
し
い
職
工
で
あ
る
健
之
と
母
と
の
，
貧
し
い
あ
ば
ら
屋
で
の
生
活
が
描
か
れ
る
。
健
之
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
が
多
出
。
彼
は
借
金
返
済
の
た
め
盗
み
を
決
意
す
る
が
，
未
遂
の
と
こ
ろ
で
捕
ま
る
ま
で
。
ア
－
①
55
窪
地
石
軍
満
洲
行
政
7-9（
1940）
藤
田
菱
花
1
人
称
松
花
江
の
ほ
と
り
の
窪
地
が
舞
台
。
貧
し
い
苦
力
で
あ
る
蘇
小
眼
の
一
家
は
，
常
に
家
賃
の
支
払
い
と
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
子
供
に
関
し
て
，担
任
は
音
楽
の
才
能
を
力
説
す
る
が
，通
学
さ
せ
ら
れ
ず
退
学
に
至
る
。
最
後
は
，
別
の
窪
地
へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
る
ま
で
。
ア
－
①
56
北
極
圏
山
丁
満
洲
行
政
7-9（
1940）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
大
青
は
妻
と
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
お
り
，
村
の
有
力
者
の
村
董
に
妻
（
蓉
）
を
犯
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
自
衛
捐
を
請
求
し
に
来
る
村
董
に
耐
え
か
ね
大
青
は
村
董
を
襲
う
。
し
か
し
警
察
に
突
き
出
さ
れ
，
２
年
間
服
役
す
る
。
そ
の
間
に
蓉
が
訪
れ
，
事
件
後
村
董
の
妻
に
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
る
と
同
時
に
，
村
董
へ
の
復
讐
の
決
意
を
述
べ
る
ま
で
。
ア
－
①
57
厳
粛
な
生
活
張
天
翼
満
蒙
21-9（
1940）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
は
厳
粛
な
生
活
態
度
を
主
張
し
，
妻
を
批
判
し
な
が
ら
自
ら
そ
れ
を
実
行
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
内
実
は
些
細
な
こ
と
へ
の
過
剰
な
こ
だ
わ
り
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
。
イ
－
②
58
江
上
の
秋
田
兵
満
洲
行
政
7-10（
1940）
藤
田
菱
花
3
人
称
的
匪
族
と
の
接
触
が
多
い
土
地
で
自
衛
団
を
す
る
人
間
た
ち
（
王
鉄
男
，王
鵬
，趙
細
羽
）
と
，そ
の
召
使
い
（
ダ
ビ
ト
フ
，
ス
ヤ
フ
ス
キ
ー
）。
及
び
営
利
の
た
め
彼
ら
と
関
わ
る
商
人
（
宋
経
理
）
等
の
関
わ
り
を
描
く
。
危
険
と
背
中
合
わ
せ
の
日
常
が
，
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
移
動
す
る
速
度
感
，
及
び
そ
こ
か
ら
見
え
る
秋
の
江
上
の
風
景
や
，
貧
民
た
ち
，
ア
ヘ
ン
に
耽
る
人
間
，
匪
族
と
誤
認
さ
れ
撃
ち
殺
さ
れ
た
貧
し
い
人
々
等
の
描
写
と
と
も
に
描
か
れ
る
。
イ
－
①
59
回
帰
線
夷
馳
満
洲
浪
曼
6（
1940・
11）
森
谷
祐
二
3
人
称
的
廬
振
は
叔
父
の
紹
介
で
何
家
に
雇
わ
れ
，
そ
こ
で
何
家
の
主
人
の
妻
（
太
太
）
と
関
係
を
も
ち
，
阿
片
を
教
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
，太
太
の
欲
求
を
満
た
せ
な
く
な
り
，主
人
の
用
事
も
こ
な
せ
ず
解
雇
さ
れ
る
。
そ
の
後
故
郷
へ
帰
る
が
，
そ
こ
で
阿
片
の
使
用
を
知
ら
れ
，
も
て
あ
ま
さ
れ
る
ま
で
の
話
。
ア
－
②
60
大
観
園
爵
青
単
行
本
『
日
満
露
在
満
作
家
短
編
選
集
』
（
1940・
12）
安
東
敏
1
人
称
は
じ
め
に
語
り
手
「
私
」
が
街
と
朱
国
順
を
紹
介
。
そ
の
後
は
彼
の
動
向
が
中
心
。
彼
が
ハ
ル
ビ
ン
の
大
観
園
へ
父
を
探
し
に
く
る
と
，
父
は
盗
人
の
親
分
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
張
秀
英
と
出
会
い
，
大
観
園
に
と
ど
ま
り
運
び
屋
稼
業
を
始
め
る
。
そ
の
後
，
困
窮
の
た
め
盗
み
を
し
か
け
る
が
，
秀
英
に
見
と
が
め
ら
れ
金
を
与
え
ら
れ
る
。
二
人
の
交
流
は
続
く
が
，
あ
る
日
，
秀
英
の
部
屋
に
い
る
と
き
に
警
察
の
検
索
に
あ
う
ま
で
。
ア
－
①
61
白
骨
呉
瑛
単
行
本
『
日
満
露
在
満
作
家
短
編
選
集
』
（
1940・
12）
森
谷
祐
二
3
人
称
的
召
使
い
で
あ
る
何
順
の
視
点
か
ら
主
家
の
い
ざ
こ
ざ
を
記
す
。
主
人
と
前
妻
の
不
仲
，
そ
の
娘
（
珠
姐
）
の
奔
放
さ
，
及
び
そ
の
影
響
で
娘
付
き
の
召
使
い
（
小
茹
）
も
悪
賢
く
な
る
様
が
語
ら
れ
る
。
あ
る
日
奥
方
に
主
人
と
珠
姐
の
部
屋
を
見
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
，
一
方
翌
朝
に
主
人
か
ら
は
奥
方
の
動
向
を
聞
か
れ
る
。
そ
の
何
れ
に
も
何
順
は
何
も
な
か
っ
た
と
い
う
答
え
で
お
し
通
す
。
ア
－
②
62
鉄
檻
小
松
文
学
者
3-1（
1941）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
11章
構
成
。
農
家
の
邱
青
が
前
半
の
中
心
人
物
。
主
な
登
場
人
物
は
，
他
に
妻
の
邱
二
嫂
，
息
子
の
虎
子
。
そ
し
て
村
の
助
理
の
劉
と
な
る
。
一
家
は
貧
し
く
，
更
に
邱
青
が
軍
隊
の
人
足
に
徴
発
さ
れ
貧
窮
す
る
。
そ
の
留
守
の
間
，
劉
と
二
嫂
は
親
密
に
な
る
。
後
半
は
，
虎
子
が
小
芸
（
劉
の
娘
）
と
都
会
へ
失
踪
す
る
と
こ
ろ
か
ら
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
虎
子
は
生
活
苦
か
ら
神
経
衰
弱
に
な
り
，
小
芸
は
飲
み
屋
づ
と
め
を
続
け
る
。
虎
子
が
一
人
故
郷
へ
戻
る
と
，
母
は
劉
と
暮
ら
し
て
お
り
，
そ
こ
へ
匪
賊
の
一
員
と
な
っ
た
邱
青
が
復
讐
に
来
た
と
騒
ぎ
に
な
る
。
ラ
ス
ト
は
そ
の
３
年
後
，
虎
子
は
故
郷
か
ら
離
れ
て
雲
呑
売
り
を
し
，
そ
こ
で
小
芸
も
客
商
売
を
続
け
て
い
る
。
イ
－
①
63
三
人
也
麗
三
田
文
学
16-1（
1941）
大
内
隆
雄
1
人
称
小
学
校
教
師
を
辞
め
て
10年
放
浪
し
て
い
る
「
私
」
が
暗
娼
部
屋
へ
行
く
。
そ
こ
で
娼
婦
か
ら
，
小
学
校
教
師
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
，
母
の
浮
気
と
阿
片
中
毒
に
よ
り
零
落
し
た
と
い
う
身
の
上
話
を
聞
き
，
娼
婦
が
か
つ
て
の
教
え
子
だ
と
知
る
。
そ
こ
か
ら
「
人
間
に
な
ら
う
」
と
し
て
い
る
褚
徳
誼
と
い
う
男
の
と
こ
ろ
へ
一
緒
に
行
こ
う
と
す
る
。
イ
－
③
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64
夜
語
小
松
三
田
文
学
16-1（
1941）
大
内
隆
雄
1
人
称
→
3
人
称
的
→
1
人
称
「
私
」
と
馬
明
が
出
会
っ
た
共
通
の
女
性
を
め
ぐ
る
話
。「
私
」
は
駅
で
貧
し
い
花
売
り
の
女
に
会
い
，
花
を
買
わ
さ
れ
る
。
馬
明
は
夜
の
街
で
泥
水
し
た
女
性
と
出
会
い
部
屋
ま
で
送
る
。
そ
れ
が
件
の
花
売
り
の
女
性
で
あ
り
，
そ
こ
で
馬
明
は
，
女
の
貧
し
さ
と
生
き
様
，
貞
操
と
社
会
制
度
等
に
関
す
る
長
話
を
聞
か
さ
れ
る
。
イ
－
②
65
驕
児
爵
青
満
洲
経
済
2-2（
1941）
岡
本
隆
三
1
人
称
民
俗
採
集
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
訪
れ
た
村
で
，「
私
」
が
案
内
人
の
話
を
聞
く
。
彼
は
，「
人
跡
未
踏
」
の
山
林
に
入
り
，極
限
状
態
を
通
過
し
て
こ
の
部
落
へ
た
ど
り
着
き
，そ
こ
で
「
欲
望
」
が
「
完
全
に
美
化
」
さ
れ
た
と
語
る
。
そ
こ
で
「
私
」
は
「
我
々
が
信
じ
て
ゐ
た
理
屈
や
自
然
」
に
不
安
を
抱
き
，
女
性
や
賭
博
に
費
や
し
て
い
た
半
生
を
後
悔
し
，
別
の
と
こ
ろ
へ
旅
立
と
う
と
す
る
。
イ
－
②
66
官
員
劉
爵
青
観
光
東
亜
8-3（
1941）
藤
田
蓼
花
3
人
称
的
大
学
卒
業
の
経
歴
を
い
か
し
，
公
司
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
あ
る
官
員
が
主
人
公
。
彼
は
，
勤
め
先
の
上
司
か
ら
，
障
害
の
あ
る
娘
を
嫁
に
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
断
り
，
そ
こ
か
ら
左
遷
さ
れ
る
。
そ
の
後
生
き
方
を
変
え
，
妻
の
奔
走
で
得
た
小
官
吏
の
仕
事
の
中
で
卑
屈
に
上
司
に
へ
つ
ら
う
よ
う
に
な
る
ま
で
。
イ
－
③
67
䡟
䡟
梅
娘
新
天
地
21-3（
1941）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
䡟
䡟
と
い
う
子
供
に
主
に
焦
点
化
し
て
，
父
を
亡
く
し
親
戚
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
母
娘
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
描
く
。
親
戚
の
子
供
た
ち
に
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
反
撃
す
る
が
，
そ
れ
を
告
げ
口
さ
れ
，
母
か
ら
折
檻
さ
れ
る
娘
の
姿
が
記
さ
れ
る
。
ア
－
①
68
酔
王
則
満
洲
経
済
2-4（
1941）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
張
貴
は
３
年
前
に
妻
を
貰
い
，
そ
の
頃
は
村
の
中
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
が
，
病
気
を
し
て
以
来
酒
飲
み
と
な
り
，
現
在
で
は
子
ど
も
に
も
馬
鹿
に
さ
れ
る
。
彼
は
，
そ
の
よ
う
な
自
分
を
嫌
悪
し
，
酒
を
飲
ま
な
い
と
決
意
す
る
が
，
家
に
帰
る
と
生
活
の
た
め
に
身
売
り
を
し
て
い
る
妻
の
こ
と
に
気
づ
き
，
そ
こ
か
ら
ま
た
酒
を
飲
も
う
と
す
る
ま
で
。
ア
－
①
69
江
邊
の
少
女
田
瑯
満
洲
経
済
2-5（
1941）
岡
本
隆
三
1
人
称
「
私
」
は
主
に
観
察
者
的
な
立
場
か
ら
，
あ
る
兄
妹
を
め
ぐ
る
事
態
に
関
わ
る
。
松
花
江
で
木
材
の
取
り
分
を
め
ぐ
り
船
頭
と
争
っ
た
兄
が
川
に
流
さ
れ
，妹
は
半
狂
乱
と
な
る
。
そ
の
後
そ
こ
へ
行
く
と
，そ
の
少
女
が
水
面
を
た
た
き
，
着
物
を
脱
ぎ
着
す
る
場
面
に
出
会
う
。「
私
」
は
少
女
を
家
ま
で
送
り
，
食
事
を
買
い
与
え
る
。
家
の
中
で
着
物
を
脱
ぐ
様
子
を
見
て
，「
私
」
は
「
幻
の
鏡
」
を
通
し
て
二
つ
の
「
小
さ
な
墳
墓
」（
乳
房
）
を
見
た
と
述
べ
る
。
ア
－
①
70
皮
鞋
苦
土
単
行
本
『
僻
土
残
歌
』（
1941・
5）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
の
観
察
者
的
立
場
か
ら
の
回
想
。
印
娜
の
父
は
「
満
洲
」
人
，
母
は
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
印
娜
の
父
が
学
校
で
泥
棒
を
し
て
捕
ま
る
。
彼
女
の
皮
鞋
は
仕
事
の
せ
い
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
は
登
校
し
な
く
な
り
，
１
年
後
に
彼
女
が
物
売
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
再
会
す
る
。
そ
の
後
彼
女
が
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
「
流
行
つ
子
」
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
ま
で
。
イ
－
③
71
片
眼
の
齊
宗
と
そ
の
友
人
袁
犀
満
蒙
22-7（
1941）
岡
本
隆
三
1
人
称
「
私
」
は
主
に
観
察
者
的
な
立
場
。
引
越
し
先
で
同
居
し
た
古
本
屋
の
齊
宗
と
，
そ
の
も
と
に
集
う
友
人
達
と
の
交
流
及
び
人
物
模
様
を
描
く
。
林
と
い
う
友
人
が
『
静
か
な
る
ド
ン
』
を
探
し
て
い
る
こ
と
。
齊
宗
の
押
し
か
け
女
房
と
な
り
，
す
ぐ
に
出
て
行
っ
た
女
の
こ
と
，
喬
増
と
い
う
友
人
の
荒
く
れ
ぶ
り
と
夫
婦
関
係
，
そ
し
て
「
私
」
が
病
気
の
時
に
看
病
を
し
て
く
れ
た
齊
宗
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
が
記
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
，
関
係
人
物
が
皆
「
私
」
の
も
と
を
去
る
。
イ
－
①
72
海
角
劉
漢
満
洲
経
済
2-8（
1941）
岡
本
隆
三
3
人
称
的
小
羊
は
父
を
な
く
し
，
母
と
4人
の
弟
を
電
報
技
師
の
仕
事
で
支
え
て
い
る
。
職
場
に
は
，
先
輩
の
老
胖
子
が
い
る
。
職
場
で
は
老
胖
子
か
ら
借
金
も
し
つ
つ
，
裕
福
な
夫
人
達
の
悪
口
を
言
い
合
う
。
家
で
は
次
弟
が
病
気
に
な
り
，
良
く
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
，
弟
を
助
け
よ
う
と
奔
走
す
る
小
羊
の
姿
が
描
か
れ
，
そ
れ
に
周
囲
の
人
間
が
「
力
強
い
感
動
」
を
受
け
る
ま
で
。
ア
－
①
73
樹
緑
と
な
る
頃
而
己
満
蒙
22-8（
1941）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
母
と
大
貴
（
息
子
）
と
の
二
人
暮
ら
し
の
家
庭
。
あ
る
時
大
貴
は
王
大
狗
と
い
う
人
物
に
誘
わ
れ
，
３
年
間
の
約
束
で
出
稼
ぎ
に
行
く
。
そ
の
帰
り
を
母
は
待
つ
が
，
大
貴
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
，
大
貴
が
蒙
古
人
に
売
り
飛
ば
さ
れ
た
の
で
は
と
い
う
思
い
を
抱
き
暗
澹
と
す
る
に
至
る
ま
で
。
ア
－
①
74
双
生
児
山
丁
満
蒙
22-8（
1941）
岡
本
隆
三
3
人
称
的
第
九
䑊
々
は
夫
を
亡
く
し
息
子
夫
婦
と
と
も
に
あ
る
土
地
へ
移
住
し
，
そ
の
後
再
び
故
郷
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
生
活
が
安
定
し
か
け
た
時
に
，
息
子
が
警
察
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
そ
し
て
息
子
の
妻
は
双
子
を
出
産
す
る
が
病
気
と
貧
し
さ
の
た
め
母
子
と
も
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
ま
で
。
ア
－
①
75
皮
箱
古
丁
日
本
の
風
俗
4-10（
1941）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」が
生
前
の
妹
の
思
い
出
を
語
る
。
冒
頭
は
亡
く
な
っ
た
直
後
の
様
子
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
は
，妹
の
結
婚
と
，
そ
の
後
夫
が
留
学
を
し
た
期
間
に
「
私
」
の
友
人
と
不
倫
関
係
に
な
っ
た
こ
と
，
及
び
後
に
罪
悪
感
か
ら
妹
が
自
殺
を
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
女
性
の
生
き
方
を
制
約
す
る
習
慣
の
存
在
が
強
調
さ
れ
る
。
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類
76
隄
戈
禾
満
洲
経
済
2-10（
1941）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
「
仕
事
気
狂
ひ
の
野
獣
の
や
う
」
と
さ
れ
る
高
大
虎
は
，
今
年
み
ず
か
ら
田
を
借
り
て
耕
作
を
始
め
た
が
，
そ
れ
は
借
り
手
の
つ
か
な
い
窪
地
の
田
で
あ
っ
た
。
夏
を
迎
え
る
と
雨
が
続
き
，
あ
る
時
田
が
水
没
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
を
誰
か
が
自
分
の
田
に
水
を
入
れ
た
と
理
解
し
，
怒
り
と
混
乱
か
ら
，
下
の
田
に
水
を
流
し
入
れ
る
が
，
そ
れ
を
途
中
で
思
い
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
報
復
す
べ
き
か
，
思
案
す
る
ま
で
。
ア
－
①
77
䗻
靳
以
満
蒙
22-10（
1941）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
「
彼
」
は
あ
ま
り
金
を
も
っ
て
い
な
い
が
，
モ
ダ
ン
都
市
を
歩
き
ま
わ
り
，
自
分
よ
り
も
貧
し
い
と
思
う
人
間
へ
の
施
し
を
続
け
る
。
そ
し
て
帰
宅
後
，
残
金
の
少
な
さ
に
気
づ
き
，
そ
の
後
の
生
活
費
や
「
幸
福
」
に
つ
い
て
，
及
び
金
を
渡
し
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
女
と
の
関
係
や
，
孤
独
等
に
つ
い
て
と
り
と
め
の
な
い
自
問
自
答
を
繰
り
返
す
。
イ
－
②
78
鏡
花
記
古
丁
満
蒙
22-11（
1941）
岡
本
隆
三
1
人
称
「
私
」
が
，
同
じ
小
学
校
に
勤
め
て
い
た
何
超
と
の
関
わ
り
を
語
る
。
何
超
が
校
長
と
の
い
ざ
こ
ざ
で
学
校
を
離
れ
て
か
ら
１
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
。
何
超
は
頭
を
丸
め
て
お
り
，
酒
や
煙
草
も
や
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
何
超
は
「
み
ん
な
が
吟
じ
る
の
に
役
立
つ
詩
歌
を
作
り
た
い
」
と
い
う
心
境
に
至
っ
た
旨
を
述
べ
る
。
イ
－
③
79
鈴
蘭
花
小
松
満
洲
経
済
2-12（
1941）
岡
本
隆
三
3
人
称
的
国
境
地
帯
で
の
出
来
事
。
馬
の
女
房
（
鈴
蘭
売
り
），
そ
の
客
で
あ
る
王
の
妻
，
及
び
彼
女
ら
の
夫
が
主
な
登
場
人
物
。
馬
は
賭
博
小
屋
で
脱
税
団
の
金
と
出
会
い
，
冬
に
凍
結
し
た
川
を
渡
り
人
造
絹
糸
を
運
ぶ
約
束
を
す
る
。
そ
の
後
，
馬
は
脱
税
団
に
夜
業
の
場
を
提
供
し
，
そ
こ
へ
取
り
締
ま
り
に
来
た
税
関
吏
の
王
を
殺
害
し
，
行
方
を
く
ら
ま
す
。
春
に
な
り
，
子
ど
も
達
が
脱
税
行
為
を
始
め
る
頃
，
馬
の
女
房
は
鈴
蘭
を
摘
み
，
王
の
妻
と
と
も
に
，
金
の
手
引
き
で
脱
税
を
し
て
暮
ら
し
は
じ
め
る
ま
で
。
イ
－
③
80
堿
性
地
帯
山
丁
芸
文
1-1（
1942）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
弓
棚
鎭
で
酒
造
場
に
勤
め
る
王
有
才
が
，
官
史
の
魏
主
任
と
課
員
を
案
内
し
，
吉
場
と
の
間
の
荒
野
を
歩
く
。
主
任
は
道
中
で
気
を
失
い
，
阿
片
で
気
を
取
り
直
す
始
末
。
吉
場
に
着
く
と
，
商
務
会
の
陳
会
長
に
歓
待
さ
れ
る
。
王
は
主
人
か
ら
，
自
分
た
ち
の
商
売
に
有
利
な
条
件
を
得
る
旨
の
命
を
う
け
て
お
り
，
陳
は
商
売
の
主
導
権
を
吉
場
に
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
魏
は
，
官
吏
と
し
て
得
ら
れ
る
自
ら
の
利
益
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
イ
－
①
81
火
小
松
婦
人
公
論
27-1（
1942）
大
内
隆
雄
1
人
称
新
聞
社
で
編
集
を
す
る「
私
」と
䬛
䬛
と
い
う
女
性
と
の
関
わ
り
が
描
か
れ
る
。
彼
女
は
新
聞
記
者
希
望
で
あ
っ
た
が
，
結
果
的
に
ハ
ル
ビ
ン
で
仏
語
の
家
庭
教
師
と
な
る
。
そ
の
後
女
性
記
者
の
採
用
が
可
能
と
な
る
と
，「
私
」
は
ハ
ル
ビ
ン
へ
面
会
に
行
く
。
し
か
し
そ
こ
で
彼
女
は
生
活
に
疲
れ
，
就
職
も
断
る
。
そ
こ
で
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
口
論
と
な
り
，
音
信
も
途
絶
え
る
が
，「
私
」
は
彼
女
を
気
に
か
け
続
け
る
。
イ
－
②
82
小
鳳
里
雁
満
洲
経
済
3-1（
1942）
岡
本
隆
三
3
人
称
的
小
鳳
は
15歳
の
青
年
。
高
小
を
卒
業
後
ボ
ー
イ
勤
め
を
は
じ
め
る
。
仕
事
の
合
間
に
多
く
の
読
書
を
し
，
そ
れ
を
長
官
に
評
価
さ
れ
る
が
，
ボ
ー
イ
仲
間
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
孤
立
す
る
。
そ
の
後
，
自
分
の
希
望
に
疑
い
を
も
ち
，
街
を
ふ
ら
つ
き
，
女
性
へ
の
関
心
を
募
ら
せ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
か
な
わ
ず
，
最
後
は
自
分
に
化
粧
を
し
見
と
れ
る
ま
で
。
イ
－
②
83
隠
疚
（
上
）（
下
）
石
軍
満
蒙
23-1，
3（
1942）
岡
本
隆
三
3
人
称
的
老
境
に
入
り
，
心
の
平
安
を
得
よ
う
と
す
る
事
業
家
の
孫
香
亭
と
，
彼
と
心
の
通
わ
な
い
周
囲
の
人
物
の
動
向
を
描
く
。
香
亭
は
宗
教
団
体
で
念
仏
を
し
，
無
料
診
療
所
，
孤
児
院
の
開
設
，
慈
善
鍋
等
の
活
動
を
行
う
が
，
あ
る
時
，
自
分
に
恨
み
を
抱
い
て
い
る
男
と
再
会
し
，
そ
こ
か
ら
商
売
も
心
身
の
状
態
も
お
か
し
く
な
る
。
ま
た
，
香
亭
の
妾
の
素
筠
は
夜
遊
び
に
ふ
け
っ
て
お
り
，
娘
の
慧
娟
は
日
本
語
家
庭
教
師
に
言
い
寄
り
，
迷
惑
が
ら
れ
て
い
る
。
ア
－
②
84
墟
園
呉
瑛
芸
文
1-3（
1942・
2）
大
内
隆
雄
1
人
称
→
3
人
称
的
「
前
書
き
」
は
1人
称
の
語
り
で
，
曾
祖
母
の
古
燈
を
母
が
叩
き
壊
し
た
理
由
を
「
私
」
が
聞
こ
う
と
す
る
場
面
。
以
降
は
3人
称
的
な
語
り
と
な
り
，
件
の
「
私
」
は
末
娘
の
瑩
に
あ
た
る
。
父
（
主
人
）
は
，
曾
祖
父
の
墓
を
再
建
す
る
相
談
の
た
め
に
，
実
家
の
墓
守
を
し
て
い
た
双
合
を
呼
ぶ
。
双
合
は
，
家
の
歴
史
と
し
て
，
冒
頭
の
話
も
含
み
，
曾
祖
父
の
代
か
ら
の
出
来
事
を
娘
た
ち
に
語
る
。
曾
祖
父
の
死
後
，
曾
祖
母
の
代
か
ら
家
が
混
乱
し
，
祖
父
に
は
別
の
妻
が
い
た
こ
と
も
あ
り
，
祖
母
は
苦
し
み
な
が
ら
父
を
育
て
た
と
い
う
。
そ
の
後
，
父
は
墓
の
再
建
に
固
執
し
，
そ
の
頃
，
父
の
妹
が
後
家
と
な
り
出
戻
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
母
は
絶
望
し
，
実
家
に
帰
る
。
ア
－
②
85
一
日
山
丁
満
洲
経
済
3-2（
1942）
岡
本
隆
三
3
人
称
的
黒
三
と
い
う
男
の
一
日
。
黒
三
が
ゴ
ミ
や
犬
の
屍
が
流
れ
る
川
を
み
つ
め
る
場
面
か
ら
は
じ
ま
り
，
妻
か
ら
の
小
遣
い
銭
で
暮
ら
す
日
常
が
描
か
れ
る
。
そ
の
後
，
妻
が
金
八
と
い
う
男
と
一
緒
に
逮
捕
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
原
因
が
黒
三
に
仕
事
を
与
え
て
も
ら
う
た
め
だ
っ
た
と
義
姉
か
ら
聞
か
さ
れ
る
。
義
姉
に
警
察
と
病
院
へ
迎
え
に
行
く
よ
う
に
促
さ
れ
る
が
行
か
ず
，
ど
こ
か
へ
消
え
て
行
く
ま
で
。
ア
－
①
86
終
わ
ら
ぬ
歌
曲
也
麗
新
天
地
22-2（
1942）
古
川
賢
一
郎
1
人
称
「
僕
」
は
故
郷
か
ら
離
れ
た
町
で
父
を
失
っ
た
子
の
歌
を
聴
く
。
そ
し
て
そ
の
歌
い
手
に
関
心
を
も
ち
話
し
か
け
る
。
歌
い
手
は
錯
乱
し
た
様
子
を
見
せ
つ
つ
，
幸
せ
な
子
ど
も
時
代
か
ら
，
そ
れ
が
父
母
の
死
に
よ
っ
て
暗
転
し
た
と
い
う
身
の
上
話
を
す
る
。
そ
の
よ
う
な
彼
と
別
れ
，
再
び
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
ま
で
。
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87
書
的
故
事
秋
螢
新
天
地
22-2（
1942）
青
木
実
1
人
称
「
私
」
の
回
想
と
し
て
，
Ｐ
城
の
宿
屋
で
隣
室
に
な
っ
た
男
と
の
交
流
が
語
ら
れ
る
。「
私
」
が
友
人
か
ら
手
に
入
れ
た
書
物
に
は
，
あ
る
女
性
の
名
前
と
自
分
が
思
想
犯
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。
隣
室
の
男
は
そ
の
本
の
借
用
を
希
望
し
て
い
た
が
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
わ
ず
，
そ
の
う
ち
に
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
う
。
後
に
件
の
女
は
隣
室
の
男
の
妻
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
，「
私
」
は
男
と
そ
の
娘
の
行
く
末
を
案
じ
る
。
イ
－
②
88
郷
居
散
記
信
風
満
洲
経
済
3-3（
1942）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
は
，
田
舎
の
国
民
学
校
へ
左
遷
さ
れ
る
。
そ
し
て
，
そ
こ
の
独
身
宿
舎
に
集
う
関
係
者
と
の
日
常
が
詳
細
に
描
か
れ
る
。
こ
の
学
校
は
，
蒙
古
民
族
の
旧
居
住
地
に
あ
り
，
子
ど
も
の
教
育
を
軽
視
し
て
い
る
土
地
柄
の
た
め
出
席
状
況
が
悪
い
。
そ
れ
に
怒
っ
た
校
長
が
，
警
察
に
連
絡
し
，
強
制
出
校
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
次
第
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
後
出
席
は
増
え
る
が
，
同
時
に
家
業
の
た
め
休
み
を
求
め
に
来
る
家
族
も
増
え
る
。
イ
－
①
89
悪
魔
爵
青
芸
文
1-5（
1942・
4）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
が
自
身
の
創
作
を
紹
介
す
る
形
式
。
創
作
の
中
の
主
人
公
は
小
学
校
教
師
で
あ
り
，
あ
る
女
子
生
徒
と
の
関
わ
り
が
描
か
れ
る
。
細
民
街
で
彼
女
と
出
会
っ
た
主
人
公
は
，
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
驚
く
。
あ
る
時
，
細
民
街
で
彼
女
が
窃
盗
な
ど
を
し
た
嫌
疑
で
学
校
に
警
官
が
く
る
。
そ
の
夜
，
教
師
は
女
生
徒
を
探
し
て
細
民
街
を
歩
き
回
り
，
自
身
の
半
生
を
も
回
顧
す
る
。
数
日
後
，
少
女
が
あ
ら
わ
れ
自
ら
の
生
い
立
ち
等
を
語
る
。
少
女
は
逮
捕
さ
れ
，
主
人
公
は
教
師
を
辞
め
る
ま
で
。
ア
－
①
90
山
民
爵
青
満
洲
経
済
3-4（
1942）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
渤
海
の
あ
る
街
に
生
ま
れ
た
男
が
主
人
公
。
彼
は
，
義
和
団
事
件
と
日
露
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
，
そ
こ
か
ら
山
に
逃
げ
込
み
暮
ら
し
は
じ
め
る
。
そ
の
後
，
妻
と
二
人
の
子
を
も
う
け
る
が
，
途
中
で
妻
が
亡
く
な
り
，
そ
の
後
単
身
で
子
ど
も
を
育
て
る
。
あ
る
時
，
道
に
迷
っ
た
行
商
人
に
娘
が
魅
惑
さ
れ
，
山
を
出
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
息
子
も
街
に
出
て
行
き
，
彼
だ
け
が
残
さ
れ
る
。
イ
－
②
91
生
活
力
杜
白
雨
満
洲
経
済
3-5（
1942）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
あ
る
舞
台
役
者
が
主
人
公
。
彼
は
，
浮
浪
し
つ
つ
も
虚
栄
心
に
富
み
，
仕
事
が
な
く
て
も
化
粧
を
し
て
女
友
達
の
家
へ
出
か
け
，
解
散
し
た
劇
団
の
俳
優
た
ち
と
会
う
。
そ
こ
で
自
身
の
服
装
を
馬
鹿
に
さ
れ
，
自
腹
を
切
っ
て
ご
馳
走
を
す
る
が
感
謝
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
彼
は
「
青
春
の
夢
」
を
再
び
感
じ
，
化
粧
室
で
身
づ
く
ろ
い
を
始
め
る
ま
で
。
イ
－
②
92
大
凌
河
戈
禾
芸
文
1-7（
1942・
6）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
大
凌
河
の
岸
の
村
が
舞
台
。
小
鉄
子
の
父
が
主
人
公
。
父
が
田
地
の
買
取
り
を
拒
否
す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
，
父
の
若
い
頃
が
回
顧
さ
れ
る
。
当
時
の
父
は
，
賭
け
事
と
女
性
関
係
か
ら
金
銭
に
窮
し
，
伝
来
の
土
地
を
抵
当
に
入
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
関
係
を
も
っ
た
女
の
夫
の
策
略
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
夫
に
襲
い
か
か
る
。
そ
の
６
，７
年
後
に
戻
り
田
を
取
り
返
し
子
ど
も
も
生
ま
れ
る
が
，
そ
こ
で
件
の
夫
の
復
讐
に
あ
い
，
６
年
間
服
役
す
る
。
そ
こ
か
ら
冒
頭
の
現
在
時
に
戻
り
，
父
は
頑
と
し
て
田
を
売
ら
ず
村
の
顔
役
に
殴
り
か
か
る
が
，
返
り
討
ち
に
あ
い
亡
く
な
る
。
ア
－
①
93
没
落
秋
螢
満
洲
経
済
3-6（
1942）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
徐
亜
丹
が
主
人
公
。
彼
の
一
家
は
，
訴
訟
の
た
め
家
財
を
消
尽
し
，
戦
乱
の
時
期
に
故
郷
へ
戻
る
。
そ
の
後
故
郷
は
更
に
窮
乏
し
，
彼
も
学
校
を
や
め
る
が
仕
事
は
見
つ
か
ら
ず
，
一
家
の
貧
窮
は
極
ま
る
。
そ
の
後
父
が
城
内
で
暴
力
事
件
を
起
こ
し
て
出
獄
後
に
亡
く
な
り
，
２
年
後
に
母
も
亡
く
な
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
「
一
種
の
新
し
い
希
望
」
が
「
彼
を
引
つ
ぱ
り
誘
つ
て
ゐ
た
！
」
と
い
う
一
節
が
記
さ
れ
て
終
わ
る
。
ア
－
①
94
狭
街
山
丁
単
行
本
『
満
洲
国
各
民
族
創
作
選
集
第
一
巻
』
（
1942・
6）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
は
観
察
者
的
。「
汚
い
街
」
へ
移
転
し
て
出
会
っ
た
劉
夫
妻
が
中
心
人
物
。
彼
等
は
常
に
貧
し
さ
か
ら
喧
嘩
を
し
て
い
た
。
あ
る
時
，
夫
は
生
活
の
た
め
危
険
な
仕
事
に
出
か
け
る
。
そ
の
間
に
，
妻
は
子
ど
も
を
死
産
す
る
。
ま
さ
に
そ
の
時
，
夫
が
死
去
し
た
連
絡
を
う
け
た
「
私
」
が
妻
の
所
に
か
け
つ
け
る
が
，
そ
こ
で
妻
も
亡
く
な
る
。
そ
し
て
「
私
」
は
街
を
離
れ
る
ま
で
。
ア
－
①
95
塞
上
行
疑
遅
単
行
本
『
満
洲
国
各
民
族
創
作
選
集
第
一
巻
』
（
1942・
6）
藤
田
菱
花
3
人
称
的
村
に
流
れ
て
き
て
蒙
古
人
の
放
牧
人
を
す
る
劉
進
，
及
び
そ
こ
を
訪
れ
た
商
売
人
の
王
振
海
，
そ
し
て
村
に
暮
ら
す
賈
奎
と
そ
の
妻
が
主
な
登
場
人
物
。
劉
進
は
王
振
海
に
，
か
つ
て
黒
龍
江
で
労
働
搾
取
さ
れ
た
と
い
う
因
縁
も
あ
る
。
王
が
賈
奎
の
妻
に
恋
情
を
抱
き
，
夫
の
留
守
に
乗
じ
て
関
係
を
も
つ
。
そ
れ
を
知
っ
た
賈
奎
は
王
に
決
闘
を
挑
む
が
引
き
止
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
家
に
帰
る
と
妻
は
自
殺
し
て
お
り
，
劉
進
は
銃
を
取
り
出
し
，
王
の
行
方
を
追
う
ま
で
。
ア
－
①
96
黄
昏
の
江
湖
石
軍
単
行
本
『
満
洲
国
各
民
族
創
作
選
集
第
一
巻
』
（
1942・
6）
藤
田
菱
花
3
人
称
的
渡
船
稼
業
を
す
る
劉
興
家
と
そ
の
家
族
，
及
び
同
業
者
た
ち
が
主
な
登
場
人
物
。
彼
等
は
輸
送
船
の
導
入
に
よ
り
失
業
し
，
そ
こ
で
除
草
機
を
購
入
し
雇
わ
れ
人
と
な
る
。
そ
の
頃
彼
ら
の
妻
が
ロ
シ
ア
人
の
出
す
納
涼
場
へ
働
き
に
出
る
が
，
外
国
人
に
言
い
寄
ら
れ
，
そ
れ
を
断
る
と
解
雇
さ
れ
る
。
そ
の
頃
か
ら
劉
は
病
気
に
な
り
，
母
の
言
い
つ
け
で
空
瓶
を
城
内
に
売
り
に
行
っ
た
息
子
が
，
取
り
締
ま
り
に
あ
う
ま
で
。
ア
－
①
97
望
郷
呉
瑛
単
行
本
『
満
洲
国
各
民
族
創
作
選
集
第
一
巻
』
（
1942・
6）
岡
本
隆
三
1
人
称
「
俺
」
は
一
〇
年
離
れ
て
い
た
故
郷
に
戻
る
。
そ
の
間
「
俺
」
は
首
切
り
人
な
ど
を
や
っ
て
お
り
，
そ
の
際
の
記
憶
や
旧
知
の
人
間
の
思
い
出
，
更
に
は
女
性
問
題
を
繰
り
返
し
て
き
た
経
歴
等
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
兄
の
家
へ
行
く
と
，
一
〇
年
前
よ
り
も
貧
し
い
生
活
を
し
て
お
り
，
そ
れ
に
落
胆
し
た
「
俺
」
が
兄
の
家
を
出
る
ま
で
。
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98
夏
の
蛆
呉
瑛
満
洲
経
済
3-7（
1942）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
の
視
点
か
ら
引
越
し
先
の
ア
パ
－
ト
の
隣
人
（
女
性
）
達
を
描
く
。
そ
こ
で
は
子
ど
も
を
手
な
ず
け
つ
つ
，
女
た
ち
の
勢
力
争
い
と
，
そ
の
中
で
の
物
の
貸
し
借
り
や
悪
口
の
言
い
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
住
人
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
が
，
件
の
状
況
は
続
い
て
い
く
。
イ
－
②
99
大
青
劉
漢
満
洲
経
済
3-8（
1942）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
私
」
は
父
の
代
か
ら
つ
づ
く
家
の
経
済
問
題
の
た
め
帰
郷
し
，
犬
の
大
青
に
再
会
す
る
。
し
か
し
大
青
は
自
分
に
な
つ
か
ず
，
む
し
ろ
脅
威
を
感
じ
る
。
大
青
は
家
の
番
を
よ
く
し
て
い
た
が
，
あ
る
時
，
周
囲
の
動
物
を
食
い
殺
す
よ
う
に
な
り
，
殺
処
分
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
，
解
決
し
な
い
家
の
問
題
と
あ
わ
せ
て
「
私
」
が
憂
鬱
を
深
め
る
ま
で
。
ア
－
②
100
凍
つ
た
園
庭
に
降
り
て
爵
青
中
央
公
論
57-9（
1942）
大
内
隆
雄
3
人
称
的
雪
橇
に
「
満
洲
」，
日
本
，
ア
メ
リ
カ
，
ロ
シ
ア
人
が
乗
り
合
わ
せ
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
各
々
の
事
情
が
説
明
さ
れ
た
後
，
鄭
廼
愚
（
日
本
帰
り
で
大
学
中
退
の
「
満
洲
」
出
身
の
官
吏
）
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
彼
は
緊
迫
し
た
世
界
情
勢
を
憂
い
つ
つ
，
兄
の
過
去
に
固
執
す
る
生
き
方
や
，
故
郷
の
父
の
世
間
と
交
渉
を
断
っ
た
生
活
か
ら
憂
鬱
を
更
に
深
め
る
。
し
か
し
最
終
的
に
は
招
待
先
の
園
庭
で
「
真
の
自
我
」
へ
返
り
，「
意
志
的
宇
宙
」
を
望
み
見
る
。
イ
－
③
101
白
痴
の
智
識
爵
青
満
洲
経
済
3-9（
1942）
大
内
隆
雄
1
人
称
「
僕
」
に
よ
る
「
君
」
へ
の
手
紙
。「
三
年
に
近
い
智
識
に
寄
生
す
る
生
活
」
を
投
げ
出
し
，
北
の
地
で
異
質
な
人
々
と
生
活
に
出
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
更
に
，自
分
は「
善
と
快
楽
」に
力
を
尽
す
と
し
，我
々
は
新
し
い「
谷
神
」（
生
殖
器
）
と
な
る
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
そ
の
背
景
に
は
「
人
間
の
良
心
」
で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
の
存
在
へ
の
意
識
が
あ
る
。
イ
－
②
102
献
げ
る
天
穆
満
蒙
23-11（
1942）
大
内
隆
雄
1
人
称
亡
き
妻
へ
あ
て
た
書
簡
の
形
式
。
妻
と
の
生
活
，
及
び
出
産
に
際
し
亡
く
な
っ
た
折
の
次
第
が
記
さ
れ
る
。
更
に
そ
の
生
前
の
人
間
性
を
，
人
類
へ
の
慈
愛
，
夫
と
子
ど
も
に
対
す
る
献
身
と
熱
情
，
一
切
の
も
の
に
対
し
て
の
潔
白
と
赤
誠
と
い
う
点
か
ら
キ
ュ
リ
ー
夫
人
に
な
ぞ
ら
え
る
。
そ
の
後
，
自
分
自
身
も
仕
事
に
い
そ
し
み
，
向
上
し
よ
う
と
決
意
す
る
ま
で
。
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